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改革改善
の考え方

①問題
点

団地の維持・管理が整備後の経年とともに増加傾向にあるため、必要に応じて業務委託等による管理を検討する。

②改革
提案

立地企業が組織する連絡会との共同作業を計画どおり実施するとともに、職員単独で定期的な維持作業を行なう。危
険が伴う箇所及び内容によっては、業務委託を行ない美観に努める。

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

産業団地５箇所のうち４箇所は、立地企業が組織する連絡会と除草作業、ゴミ拾いなどの環境整備作業を年間計画どおり実
施した。また、桐林環境産業公園の作業では、地元役員が参加され企業との交流が行われた。

総事業費①+② 124,163 135,341 142,433 2,860

1,800 2,000

臨時職員所要時間

一般財源 6,048 5,667 131,190

人件費計（千円）② 6,437 7,152

正規職員所要時間

起債

その他 111,678 129,674 4,091 2,860

県支出金

事業費計（千円）① 117,726 135,341 135,281 2,860 （そ）城山産業用地貸付料4,091千円

国庫支出金

事業コスト 25年度決算額 26年度予算額 26年度決算額 27年度予算額 特定財源内訳、補足

26
年
度
事
業
内
容

１　産業団地整備工事（法面伐木等）
２　産業団地周辺水質検査
３　産業団地内維持管理作業
４　その他産業団地の維持管理（防犯灯電気料、修繕等）

１　工事箇所
２　水質検査回数
３　作業箇所数
４　維持管理数

１         5箇所
２         12回
３         10箇所
４　　　　　5箇所

事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

飯田市で整備した産業団地５カ所（番入寺インダストリアルパーク、一本平産業団地、桐林環境産業公園、経塚原産業団地、城山産業
用地）の維持管理

成果
指標

適正に維持管理された団地等の数 5 5 5 5

目
標

種別 指標名及び単位 26年度計画 26年度実績 27年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

向上させたい上位施
策の成果指標

既存事業者の出荷額（工業）　飯田下伊那

飯田市で整備した団地等の数(H9
以降)

5

意図（どういう状態
にするか）

適正に維持管理する
目
的

対象（誰・何を） 市で整備した産業団地等

対
象
指
標

指標名及び単位 26年度数値

施策 11 支え、育む産業基盤づくり
基本計画上
の位置づけ

政策 1 多様な産業が発展できる経済力の強いまちづくり

H27担当課等名 工業課 H27係等名 企業立地係 H26係等名 企業立地係

平成26年度事務事業実績評価表 政策№

開始 12 終了
事務事業名 産業団地管理事業

会計 一般会計
30 16

事業種別 経常

1 施策№ 11 事業№


